
































































Play and Relation through the Human Relations of the Child























































































































































































































第 1接面 第 2接面 
176
4-1　実践事例①
対象：男児Ａ　２歳６カ月，保護者Ａ（母親）30代（妊
娠中）
　Ａ児は筆を使って絵を描く遊びをやめる時間になって
も，なかなか遊びをやめなかった。保護者Ａが「Ａ，も
う遊びをやめなさい」，「片付けなさい」，「筆を置いて手
洗いしなさい」と言っても，Ａ児は保護者Ａに背を向け
て遊びをやめない。見かねたスタッフが「じゃあ，その
筆も一緒に持って手洗いに行こう」と声をかけると，素
直に従った。
　Ａ児は，第１回目は落ち着きがなく，部屋を１人で走
り回っていたが，回を増すごとに，周りの子どもがどう
しているのかを見て，絵本に集中したり，スタッフの声
掛けにも素直に聞き，保護者Ａや周りの友達と協同して
遊ぶようになった。ここでは，保護者Ａが子どもに「早
く行動を促したい」という気持ちがあり，子どもは保護
者Ａの言葉を指示的な言葉と受け止めた可能性がある。
しかし，この保護者Ａの声掛けは一般的な家庭でもよく
使う言葉ではないだろうか。また，保護者Ａは妊娠中で
あることから，Ａ児は赤ちゃん返りをしていた可能性も
考えられる。仮説として，①「遊び」（筆描き）に熱中
しており，やめたくなかった，②保護者Ａの言葉に反発
し，「かかわり」に素直に応じなかった，③　①と②の
両方の理由などが挙げられる。いずれにせよ保護者や保
育者は，日頃からＡ児の気持ちに寄り添うことで，子ど
もの行動に結びつけることを意識していく必要がある。
4-2　実践事例②
対象：男児Ｂ　４歳８カ月，保護者Ｂ（母親）　40代
　Ｂ児はお絵描きの前にビニール手袋を手にはめてい
た。Ａ児は（Ｂ児の様子を見ながら）「なんしようと？」
と聞く，Ｂ児はビニール手袋に絵具をつけながら「こ
れ」とＡ児の方を向かずに答える，Ａ児もＢ児を見なが
ら，同じようにビニール手袋に絵具をつけて，紙に手形
を押す。Ｂ児は赤色の絵具と青色の絵具が手の中で混ざ
り，色が紫色になって驚いた表情をした。Ａ児はその様
子を見て，他の色がどうなるのかを試していたが，色が
混ざりすぎて茶色になってしまった。Ｂ児は紙に両手で
茶色の絵具を塗り付けながら，絵具の感触も楽しむ様子
であった。Ｂ児はしばらく色遊びをしていたが，他色が
混ざりすぎてしまい，同じく茶色になった。Ａ児はＢ児
の方を見ながら，Ｂ児と同じ行動（四つん這いになり，
大きな紙に両手で勢いよく塗りつける）を行った。Ｂ児
はＡ児が同様の行動をしていることを見て，「おー」と
歓声をあげて喜び，笑顔で一緒に遊び始めた。
　Ｂ児は，保護者Ｂの３人目の子どもであり，他の兄弟
と10歳以上年齢が離れている。そのため，家庭で兄弟
が遊ぶ内容が異なっており，１人で遊ぶことが多い。保
護者Ｂは，日中は仕事をしているため，Ｂ児と遊ぶ時間
が少ないことを気にしていた。今回，他の兄弟たちと離
れ，保護者ＢとＢ児の２人だけの時間を楽しみ，アート
遊びを満喫するために参加した。Ｂ児は日ごろからアー
ト教室に通っており，ものをつくることが好きである。
第１回目は他の子どもたちと共同せず，保護者Ｂと一緒
にものを作り出していた。第２回目・第３回目では，Ｂ
児は保護者Ｂから離れて，Ａ児と一緒に作品をつくり，
作品を通して会話し，笑顔で走り回っていた。Ａ児とＢ
児は言葉のやり取りは少ないものの，感覚的に相手の行
動を察知しつつ，自然なやり取りの「遊び」と「かかわ
り」を行っているようであった。また，今回の活動で
は，他の活動においても異年齢の子どもたちの集団のた
め，月齢が低い子どもが月齢の高い子どものまねをする
ことがよく見られた。
　Ｂ児が赤色と青色を手で混ぜ合わせて，紫色に色が変
化したことは，子どもたちにとって，大きな発見や刺激
になったと推測される。Ａ児もＢ児の行動のまねを行
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図２　身体を大きく使いながら、大きな折り紙を折る 図３　色々な折り紙をちぎって貼る
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い，いろいろな色を混ぜて遊ぶことを行った。その後，
二人共に色が混ざりすぎてしまい，茶色に変化してい
き，次に大きな紙に色を塗りつけることに遊びが変化し
ていった。また，「遊び」や「かかわり」から二人で同
じ行動をすることの楽しさも感じ取ったと考えられる。
この感情の共有体験が子どもたちにお互いに相手の気持
ちを気づくきっかけになり，相手を思いやる気持ちにつ
ながっていくのではないだろうか。このことから，相手
にも感情があることに気づき，友達が行っていることに
興味を持ち，自分に映しこんで遊び，使っている物を貸
したり，受け取ったりすることができるようになり，友
達の関係ができるようになると考えられる。
4-3　実践事例③
対象：⼥児Ｃ　４歳10カ月，保護者Ｃ（母親）　30代
保護者Ｃ「先生，Ｃはお友達とうまくやれているでしょ
うか」
スタッフ「ええ，よくやれていますよ。泥粘土で遊ぶこ
とに熱中しているみたいですね」
保護者Ｃ「こんなにじっくり遊んでいるところを見るの
は初めてかもしれません」
スタッフ「日頃は一緒に遊ぶことはありますか？」
保護者Ｃ「子どもが何かしていると，先になにかやって
しまうか，口を出すかのどちらかになってしまいます。
いつもイライラしてしまいます」
Ｃ児は第１回目はスタッフの言うことをよく聞く，しっ
かり者の様子であったが，第２回目からは保護者Ｃから
離れてスタッフに甘える様子がみられた。第１回目で
は，Ｃ児は大きな折り紙で兜を折り，兜から魚ができ，
魚の装飾をしていく際，のびのびと描いていた。保護者
Ｃが「魚のひれはこの色がいいんじゃない？」，「こう描
いたら魚らしくなるよ」と声掛けをしたら小さく描いて
いた。第２回目，第３回目はスタッフや他の友達と遊ぶ
様子が見られ，保護者ＣはＣ児と一緒にいるものの，Ｃ
児の活動を観察する姿が多く見られた。親子で活動する
時，親は子どもの補助的な役割を行うことが多く見られ
るが，事例③の場合，保護者が子どもの活動にアドバイ
スを行っていたことが見受けられる。しかし，時に大人
のアドバイスは子どもの活動や表現の幅を狭めてしまう
場合があり，事例③も同じく子どもの活動に制限が見ら
れた。どの保育現場においても，子どもにかかわる際の
言葉掛けには細心の注意が必要であり，子どもは自分の
思いを受け入れてもらうことで安心し，安定していくも
のと考えられる。
　また，保護者の認識として，言葉掛けが子どもの活動
に制限や指示になってしまうことに深い考えがなかった
かもしれない。しかしながら，保護者Ｃは「子どもが何
かしていると，先になにかやってしまうか，口を出すか
のどちらかになってしまいます。いつもイライラしてし
まいます」との発言から，子どもの行動を待てずにイラ
イラしてしまい，先に何かを手伝ってしまったり，口を
出すことを認識している。この場合，スタッフや保育者
は保護者の子育ての悩みを聞く時間を持ち，子どもの
「遊び」や「かかわり」に関する声掛けなどについて，
保護者へ助言や支援の機会を持っていくことが大切であ
る。本研究においては，毎活動後に親講座（30分）を
開催した。「イライラする」などの保護者の感情コント
ロール法など，子育ての解決法を親講座の中で習得する
機会を設けた。
子どもの人間関係を通した遊びとかかわり　―観察法による実践事例―
図４　みんなでフープのトンネルをくぐる 図５　身体を使って泥絵の具で大きな紙に描く
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６　まとめと今後の課題
　本研究ではＣ大学の公開講座において，親子を対象と
した遊びを通して，子どもの人間関係を通した「遊び」
と「かかわり」について検討し，観察法による実践事例
について報告し，検討してきた。
　少子化の現在，家庭で兄弟も少ない中，大勢の子ど
もたちと過ごす機会は子どもにとって有意義な時間で
ある。本研究の公開講座においても，異年齢の子ども
や大人との「遊び」や「かかわり」を通して，人間関係
を育むことは，子どもの成長を促す一経験となったと考
えられる。また，日常から子どもに関わる機会の多い保
育者においても，保育の中で様々な「かかわり」をもつ
ことで，人間関係を築く基となるように，スタッフ間で
ふり返りや反省会を持つ場を設けた。先行研究（成田 
2000）の研究においても，「子どもの人間関係のための
「人とかかわる力」は日々の保育を振り返り，子どもと
のかかわり方の反省・学習を通した保育者の変化・成長
が子どもの「人とかかわる力」を発達させていく過程が
重要である」と述べている。
　本研究の事例で，子ども同士や親子，スタッフとの
「遊び」を通した「かかわり」の中から，子どもの言葉
の受けとめ方や子ども同士の遊び，保護者の子育てな
ど，人間関係形成の上で，成功や失敗などを通して人と
かかわる力を育てる機会となった。今後も子どもの「遊
び」や「かかわり」について，子どもの人間関係の理解
とねらい達成に寄与し貢献していきたい。
　今後の課題として，活動を継続していくために，就学
前の子どもの参加人数を増員し，年齢別のデータの蓄積
を行い，活動の幅を広げていくことが挙げられる。ま
た，親子や子ども同士の活動の広がりを分析するために
も，反省会や振り返りを十分に行い，客観的な効果の検
証とともに詳細なアンケート作成やインタビュー調査な
どを行っていきたい。更に，地域で子育ての支援の場と
なるよう，保護者の養育を促す機会として実施していき
たい。
【倫理的配慮】
　本研究のアンケート調査や記録等については，筑紫⼥
学園大学の「人を対象とする研究倫理審査」を受け，受
理されている。
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図６　黒画用紙に蛍光チョークで描く
